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しその間の標識脱落，発死

及び成長を調べた。

供試エビは，標識放流に供

したものと同群のクルマエビ

である。飼育は砂を敷いたコ

ンクリート水槽（9．0×1．8

×0．3祝）を3等分して，各

錘 二
－ F

。
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、「

区毎に収容し流水とした。餌
l

料は，生のエビ類， イカ類を
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残餌がないていどに各区同量 アンカータツグ型標識

ずつ投与した。期間中の水温 図’5． 各試験区の標識

は14．0～22．7℃であった。

(2)結果と考察

50日間の試験期間中， 3区とも発死及び標識脱落は1尾も確認されなかった。しかし， 12

月4日の取り揚げ結果では，アンカータッグ型区で1尾，無標識区で4尾の不明があり， アト

キンス型区では30尾全部が生残していた。不明エビは，仕切りからの逃亡等のためと考えら

れるが， アンカータッグ型区の不明1尾を蕊死と考えても，アンカータッグ型標識による発死

はごくわずかであるといえる。

各区の成長を表22に示した。

表22． 各試験区の成長

試験区 アンカーダッグ
型 区 アトキンス型区 ｜対 照 区
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日間成長量（”）

69．4

85．5

0．32

５
７
８

●
ひ

８
２
２

巳

６
８
０

68．2

85．4

0．34

3．67

尻3

0．073
一

－

B、L、

開 始 時（’）

終 了 時（9）

日間成長量（9）

3．82
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日間成長量をみると，無標識区が一番良く， アンカータッグ型区アトキンス型区と悪るくな

っている。 3区のうち2区で不明エビが出ているため，成長差は断定できないが，無標識に比

べて， アンカータッグ型の方溌アトキンス型よりも差は少ない結果となっている。

これらのことから， アンカータッグ型標識も， アトキンス型と同様に有効であると考えられ，

むしろ脱落の恐れが低いことや作業性の点で利点が多く，今後採用を考えたい。
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